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『実務経験証明書』添付書類・入手方法 

(❶～❹のいずれかを添付してください。) 

（勤務歴計算） 

手計算が面倒の場合には、下記のエクセルの表に、西暦で入力すると勤務年

数がすぐにわかります。ご利用ください。 

●社員(1名)の証明 

 ❶ 雇用保険被保険者証（写） 

受講申込書に『雇用保険被保険者証』の写しを添付します。 

これが現在勤務する会社のもので実務経験年数が受講条件の年数に合致していれば、他

の書類は不要です。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「事業所名称略称」の事業所に「資格取得年月日」から勤務したことの証明となります。 

「雇用保険被保険者証」は、現在勤務している会社又は最終勤務の会社での保険加

入日が表示されます。過去の勤務歴は表示されないことから過去の複数の会社の

勤務歴を合算して実務経験とする場合は、この方法は使えません。 

また、会社を既に退職した方が持っている「雇用保険被保険者証」の場合、退職

日が不明の場合（証明できない場合）にもこの方法は使えません。 

【雇用保険被保険者証の入手方法】 

「雇用保険被保険者証」は本人に対して交付されるものです。本人が持ってい

ることになります。ただし、失業まで使用されないため、紛失しないようと会社

が保管しているケースがあります。どちらにしても、交付済みとなっています。 

「雇用保険被保険者証」が見つからない、紛失した場合には、勤務する会社が

ハローワークに申請すれば再発行されます。 

再発行の手続きのお問い合わせはハローワークにお尋ねください。 
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●複数の社員の証明 （多くの従業員に調査者の資格を取らせる場合など） 

  ❷事業所別被保険者台帳（写） 

受講申込書に『事業所別被保険者台帳』の写しを添付します。 

これが現在勤務する会社のもので実務経験年数が受講条件の年数に合致していれば、他

の書類は不要です。 

 

 「事業所名」の事業所に「取得・転入日」から勤務したことの証明となります。 

上記の例のとおり、社員全員分がでますので、該当者の名前があれば、その全員の証

明になります（他の社員分は黒塗りとして差し支えありません）。 

 

【事業所別被保険者台帳の

入手方法】 

現在勤務する会社がハロ

ーワークに「雇用保険適用

事業所情報提供請求書」を

提出し「事業所別被保険者

台帳」を入手してください。 
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●複数の勤務数を合算させて証明とする場合 

  ❸厚生年金 被保険者記録照会回答票（写） 

受講申込書に『厚生年金被保

険者記録照会回答票』の写しを

添付します。 

各勤務した会社（建設関連）

の実務経験年数の算が受講条

件の年数に合致していれば、他

の書類は不要です。 

 

【厚生年金被保険者記録照会

回答票の入手方法】 

① 窓口で取得する方法 

・本人が出向く場合 

本人が、最寄りの年金事務所

に本人確認ができるものを持

参し請求します。この際、必ず

「厚生年金被保険者記録照会

回答票」を紙でもらうようにし

てください。なお、どこの年金

事務所でも取得は可能です。厚

生年金被保険者記録照会回答

票は、その場で発行されます。 

・本人以外が出向く場合 

本人が出向くことができな

い場合、本人以外の者が委任状

を持参して窓口で入手します。 

資格の受講資格のためと 

(注意)名前は自署(署名)です。

押印は不要ですが、押印をおし

ても差し支えありません。受任

者は、受任者の本人確認のため

書類（運転免許証など）が必要

です。窓口で尋ねられたら、資

格取得のための経歴確認のた

めに必要とお応えください。 

【本人以外が年金事務所に行く場合】 

【本人が年金事務所に直接行く場合は持参するものはありません】 
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●事業主が資格を取得する場合 

  ❹建設業許可（写） 

 事業主として業を行ってきた方

の実務経験証明を得る場合、５年

ごとに行っている建設業許可書の

写し（過去の設業許可写が実務経

験年数分）を添付することで証明が

可能です。（代表者となっている場

合に限ります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


